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各コミュ
ニティセ
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あるほか
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ホームペ
ージでも

ごらんに
なれます

。

（９月定
例会会議

録は、11
月中旬
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議
会
運
営

　
　
　
委
員
会

市
議
会
内

　
会
派
の
結
成

常
任
総
務
委
員
会

第63代副議長

稲葉富士憲
第68代議長

土屋　進

委　員

長沢　正
委　員

榎本元彦
副委員長

三枝誠次

委　員

森　　篤
委　員

掬川武義
委　員

浅田良弘

委員長

井戸清司

　
企
画
部
、
総
務
部
、
市
民
部
、
消
防
本
部
の
所
管
に
属
す

る
事
項
及
び
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
を

審
査
し
ま
す
。

　
定
例
会
、
臨
時
会
の
会
期
及

び
議
案
審
議
予
定
に
関
す
る
こ

と
、
議
員
提
出
議
案
、
請
願
書
、

陳
情
書
、
動
議
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
こ
と
、
議
会
関
係
人
事

案
件
に
関
す
る
こ
と
、
議
会
関

係
例
規
の
制
定
改
廃
に
関
す
る

こ
と
、
各
種
の
儀
礼
に
関
す
る

こ
と
、
議
会
図
書
室
に
関
す
る

こ
と
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

こ
と
、
そ
の
他
議
会
運
営
に
関

す
る
こ
と
を
協
議
し
ま
す
。

　
新
し
く
構
成
さ
れ
た
市
議
会

に
次
の
と
お
り
五
つ
の
会
派
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

正副議長の選挙、各常任委員会委員及び議会運営委員会委員の
選任を行いました。

第
一
七
期
市
議
会
議
員
の
初
議
会
と
な
る

臨
時
会
を
一
〇
月
一
一
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
一
日
現
在

臨
時
会

構成決定

新議会

正 副 議 長

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃〃

佐

々

木

　

清

三

枝

誠

次

宮

　

雅

薫

榎

本

元

彦

鳥

居

康

子

四

宮

和

彦

横

沢

　

勇
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常
任
福
祉
文
教
委
員
会

常
任
観
光
建
設
委
員
会

委　員

佐山　正
委　員

宮　雅薫
副委員長

鳥居康子

委　員

杉本一彦
委　員

稲葉正仁
委　員

浜田修一郎

委員長

四宮和彦

委　員

楠田一男
委　員

佐々木清
副委員長

横沢　勇

委　員

重岡秀子
委　員

稲葉富士憲
委　員

鈴木克政

委員長

西島　彰

　
保
健
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
を
審

査
し
ま
す
。

　
観
光
経
済
部
、
農
業
委
員
会
、
建
設
部
、
上
下
水
道
部
の

所
管
に
属
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

※
　
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
を
本
会
議
に
お
い
て
選
任
し
、
各
委
員
会
に
お
い
て
正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。
な
お
、
申
し
合
わ
せ
に

よ
り
、
議
長
は
常
任
総
務
委
員
会
に
所
属
し
ま
す
が
、
議
長
の
職
務
に
専
念
す
る
た
め
、
常
任
委
員
と
し
て
の
活
動
は
辞
退
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

︵
◎
＝
会
派
代
表
者
、

　
会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
︶

■
正
風
改
革
ク
ラ
ブ

　
　
浜
　
田
　
修
一
郎
　
議
員

　
　
榎
　
本
　
元
　
彦
　
議
員

　
　
佐
　
山
　
　
　
正
　
議
員

　
　
井
　
戸
　
清
　
司
　
議
員

　
　
佐
々
木
　
　
　
清
　
議
員

　
　
西
　
島
　
　
　
彰
　
議
員

　
◎
宮
　
　
　
雅
　
薫
　
議
員

　
　
土
　
屋
　
　
　
進
　
議
員

■
公
明
党

　
◎
鳥
　
居
　
康
　
子
　
議
員

　
　
長
　
沢
　
　
　
正
　
議
員

　
　
楠
　
田
　
一
　
男
　
議
員

■
民
主
党
・
刷
新
の
会

　
　
四
　
宮
　
和
　
彦
　
議
員

　
◎
鈴
　
木
　
克
　
政
　
議
員

　
　
浅
　
田
　
良
　
弘
　
議
員

■
輝

　
◎
稲
　
葉
　
正
　
仁
　
議
員

　
　
稲
　
葉
　
富
士
憲
　
議
員

　
　
三
　
枝
　
誠
　
次
　
議
員

■
伊
東
元
気
の
会

　
◎
横
　
沢
　
　
　
勇
　
議
員

　
　
杉
　
本
　
一
　
彦
　
議
員

□
い
ず
れ
の
会
派
に
も
属
し
て

　
い
な
い
議
員

　
　
掬
　
川
　
武
　
義
　
議
員

　
　
重
　
岡
　
秀
　
子
　
議
員

　
　
森
　
　
　
　
　
篤
　
議
員
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所信表明を述べる佃弘巳市長

環境美化センターの視察

新
議
員

行
政
研
究
会

新
議
員

行
政
研
究
会

市
民
の
皆
様
と
協
働
し
、
﹁
伊

東
創
造
﹂
の
実
現
を
目
指
す

　
我
が
国
の
政
治
や
経
済
の
現

状
は
、
円
高
の
進
行
や
海
外
経

済
の
減
速
懸
念
に
よ
り
、
先
行

き
の
不
透
明
感
が
強
ま
る
と
と

も
に
、
失
業
率
も
高
水
準
に
あ

り
、
物
価
の
動
向
も
緩
や
か
な

デ
フ
レ
状
況
が
続
い
て
い
る
な

ど
、
景
気
は
依
然
と
し
て
足
踏

み
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、今
年

度
は
﹁
い
と
う
８
Ｋ
の
協
創
・

実
践
﹂
を
合
言
葉
に
、市
民
の
皆

様
と
協
働
し
、職
員
と
一
丸
と
な

っ
て
、
重
点
施
策
で
あ
る
﹁
健

康
﹂
、﹁
観
光
﹂
、﹁
改
革
﹂
、

﹁
経
済
対
策
﹂
、
﹁
子
育
て
支

援
﹂
、﹁
教
育
﹂
、﹁
環
境
﹂
及
び

﹁
危
機
管
理
﹂
の
八
つ
の
Ｋ
を

確
実
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、

﹁
伊
東
創
造
﹂
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

既
存
の
観
光
資
源
に
さ
ら
に
磨

き
を
か
け
、
新
た
な
魅
力
の
創

出
に
よ
る
観
光
誘
客
を
図
る

　
本
市
の
活
力
の
源
と
な
る
観

光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伊

東
八
景
を
初
め
と
す
る
観
光
資

源
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
と

と
も
に
、
本
市
が
中
心
と
な
っ

て
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

を
推
進
す
る
な
ど
、
今
後
も
引

き
続
き
伊
豆
の
市
町
と
の
連
携

を
深
め
、
新
た
な
魅
力
の
創
出

に
よ
る
観
光
誘
客
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

危
機
意
識
の
高
揚
と
防
災
意
識

の
向
上
を
図
る

　
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を

守
る
危
機
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
危
機
に
備
え
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
危
機
意
識
の

高
揚
と
防
災
意
識
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
社
会
経

済
情
勢
や
行
政
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る

　
歳
入
歳
出
一
体

改
革
を
積
極
的
に

行
う
な
ど
、
行
財

政
改
革
の
取
り
組

み
を
継
続
し
、

﹁
現
場
主
義
﹂
、

﹁
目
的
指
向
﹂
、

﹁
意
識
改
革
﹂
を

柱
と
す
る
﹁
伊
東

市
シ
ス
テ
ム
﹂
を

徹
底
す
る
と
と
も

に
、
行
政
運
営
全

般
に
つ
い
て
﹁
Ｐ
・
Ｄ
・
Ｃ
・

Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
﹂

の
定
着
を
図
る
ほ
か
、
新
た
な

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
社
会

経
済
情
勢
や
行
政
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
ず
っ
と
住
み
た
い
　
ま
た
来

た
い
　
健
康
保
養
都
市
　
い
と

う
﹂
の
将
来
像
を
目
指
す

　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

第
四
次
伊
東
市
総
合
計
画
に
つ

い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
の
一
つ
に
﹁
参
画
と
協

働
﹂
を
掲
げ
、
人
と
人
と
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
﹁
ず
っ
と
住
み
た

い
　
ま
た
来
た
い
　
健
康
保
養

都
市
　
い
と
う
﹂
の
将
来
像
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
政
に
対
す
る
真
剣
な
議
論

や
、
あ
な
た
が
貴
重
な
一
票
を

投
じ
た
議
員
の
発
言
な
ど
を
直

接
ご
ら
ん
に
な
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
簡
単
な
手
続
で
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
傍
聴
者
数
は
平
成
二
三
年
九

月
定
例
会
二
二
人
、
一
〇
月
一

一
日
の
臨
時
会
が
二
人
で
し
た
。

　　
今
後
議
員
活
動
を
行
う
上
に

お
い
て
必
要
と
な
る
基
礎
的
事

項
に
関
し
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
初
当
選
し
た
議
員

を
対
象
に
、
議
員
行
政
研
究
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

︵
一
〇
月
三
日
︶

■
執
行
機
関
の
概
要
説
明

︵
一
〇
月
四
日
︶

■
市
内
各
施
設
の
視
察

　
湯
川
終
末
処
理
場
〜
消
防
庁

舎
〜
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
〜
門

野
中
学
校
︵
学
校
給
食
︶

■
議
事
機
関
の
概
要
説
明

市
長
市
長

所
信
表
明

所
信
表
明

市
長

所
信
表
明
︵
要
旨
︶

臨
時
会
に
お
い
て
、
第
一
七
期
市
議
会
議
員
に

対
し
、
市
長
の
所
信
表
明
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
み
ま
せ
ん
か
？

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
み
ま
せ
ん
か
？

市民の英知を結集し
　　「伊東創造」に向け

　　　　邁進してまいります

市民の英知を結集し
　　「伊東創造」に向け

　　　　邁進してまいります
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

臨時会の様子（感謝状の贈呈）

臨時会で審議した議案等

市議第15号

市選第３号

市選第４号

発議第４号

発選第３号

発選第４号

発選第５号

発選第６号

発選第７号

市長

市長

市長

議員

8名

議長

議長

議長

議長

議員

7名

南中学校校舎耐震補強工事請

負契約の締結について

監査委員選任の同意について

公平委員会委員選任の同意に

ついて

前正副議長に感謝状の贈呈に

ついて

議長選挙

副議長選挙

議会運営委員会委員の選任

常任委員会委員の選任

農業委員会委員補欠推薦につ

いて

契約金額：２億7,825万円

契約の相手方：株式会社斉藤組

楠田一男議員（議員のうちから選任する委

員）

田中慈康氏（芝町）再任

久保谷廠司前議長、鳥居康子前副議長の在

職中の功績に対する感謝状の贈呈

指名推選により、土屋進議員が当選しまし

た。

指名推選により、稲葉富士憲議員が当選し

ました。

※２ページを参照してください。

※２、３ページを参照してください。

宮　雅薫氏、榎本元彦氏、浅田良弘氏

稲葉正仁氏

全会一致

で可決

全会一致

で同意

全会一致

で同意

全会一致

で可決

—

—

—

—

全会一致

で推薦

賛成多数

で推薦

　
臨
時
会
に
先
立
ち
、
一
〇
月

五
日
、
市
議
会
全
員
打
ち
合
わ

せ
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　
議
員
、
市
長
、
副
市
長
、
教

育
長
等
の
自
己
紹
介
の
後
、
第

一
七
期
四
年
間
の
議
会
運
営
及

び
議
員
活
動
等
に
お
け
る
申
し

合
わ
せ
事
項
に
関
し
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
第
一
五
期
ま
で
、
一
二
月
定

例
会
に
お
い
て
実
施
し
て
き
た

決
算
審
議
を
、
第
一
六
期
中
の

試
行
を
経
て
、
九
月
定
例
会
に

お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と

な
ど
、
今
任
期
の
申
し
合
わ
せ

事
項
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

新
議
員

行
政
研
究
会

市
長

所
信
表
明

全員打ち合わせ会

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
み
ま
せ
ん
か
？

市 議 会 だ よ り
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9月定例会を8月29日から9月8日までの11日間の会期で開会しました。

平成23年9月定例会
平成22年度

一般会計・特別会計・企業会計決算を認定

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論

　
平
成
二
二
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
景
気
の
低
迷
を
反

映
し
た
市
民
税
の
落
ち
込
み
に

よ
る
市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、
本
市
の
健
全
財
政
の

定
着
を
図
る
た
め
、
﹁
伊
東
創

造
﹂
に
向
け
た
﹁
い
と
う
８
Ｋ

︵
健
康
、
観
光
、
改
革
、
経
済

対
策
、
子
育
て
支
援
、
教
育
、

環
境
、
危
機
管
理
︶
の
発
展
・

充
実
﹂
の
た
め
の
各
種
施
策
の

展
開
を
念
頭
に
、
サ
マ
ー
レ
ビ

ュ
ー
の
成
果
を
反
映
さ
せ
た
予

算
編
成
に
当
た
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予

算
規
模
を
二
二
四
億
七
四
〇
〇

万
円
と
、
前
年
度
を
七
・
一
％

上
回
る
積
極
型
の
予
算
と
し
、

そ
の
後
、
地
方
交
付
税
の
追
加

交
付
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
基
金
を
活
用
し
た
雇
用

創
出
事
業
の
積
極
的
な
実
施
、

本
市
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
な

ど
に
伴
う
増
額
補
正
等
を
行
い
、

最
終
予
算
規
模
を
二
五
二
億
五

六
六
三
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
意
を

注
ぎ
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安

心
の
実
現
と
市
内
経
済
の
活
性

化
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
で
は
、

自
主
財
源
に
大
き
な
比
重
を
占

め
る
市
税
が
、
予
算
現
額
を

一
・
六
％
上
回
る
決
算
と
な
り
、

対
前
年
度
比
で
は
三
・
〇
％
減

少
し
、
依
存
財
源
で
は
、
地
方

譲
与
税
が
二
・
九
％
、
自
動
車

取
得
税
交
付
金
が
一
三
・
九
％
、

国
庫
支
出
金
が
一
七
・
四
％
減

少
し
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税

が
二
四
・
三
％
、
県
支
出
金
が

七
・
一
％
、
市
債
が
四
八
・
七

％
増
加
し
、
歳
入
決
算
額
は
二

四
八
億
八
八
五
〇
万
五
〇
〇
〇

円
で
、
対
前
年
度
比
〇
・
六
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
決
算
で
は
、
経
常
経
費

に
お
い
て
、
職
員
の
各
種
手
当

の
見
直
し
や
定
員
の
適
正
化
を

実
施
し
た
も
の
の
、
退
職
手
当

の
増
加
に
よ
り
人
件
費
が
一
・

二
％
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
に

よ
り
扶
助
費
が
二
九
・
八
％
、

公
債
費
が
三
・
〇
％
前
年
度
よ

り
増
加
し
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
普
通
建

設
事
業
費
の
補
助
事
業
費
が
、

八
幡
野
幼
稚
園
耐
震
化
事
業
な

ど
で
対
前
年
度
比
一
・
九
％
増

加
し
、
単
独
事
業
費
で
は
、
継

続
事
業
で
あ
る
漁
港
整
備
事
業

や
市
道
富
戸
・
梅
の
木
平
線
改

良
事
業
の
増
額
と
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
・
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
整
備
補
助
事
業
な
ど
の
新

規
事
業
に
よ
り
前
年
度
を
二
・

〇
％
上
回
り
、
そ
の
結
果
、
普

通
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、
対

前
年
度
比
で
二
・
〇
％
増
加
し

ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
経
費
で
は
、
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
が
増
加
し
た
も
の
の
、
医
療

施
設
設
置
基
金
へ
の
積
立
金
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
は

前
年
度
を
〇
・
一
％
下
回
り
、

歳
出
決
算
額
は
二
四
二
億
九
九

七
五
万
七
〇
〇
〇
円
で
、
執
行

率
九
六
・
二
％
、
対
前
年
度
比

〇
・
六
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

五
億
八
八
七
四
万
八
〇
〇
〇
円

で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
一
億
四
五
二
四
万
四
〇
〇

〇
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、
前
年
度
を
九
・
五
％
下

回
る
四
億
四
三
五
〇
万
四
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
収
益

的
収
支
は
、
収
入
が
税
込
み
で

三
九
億
五
九
二
一
万
四
〇
〇
〇

円
、
支
出
が
三
九
億
四
一
八
〇

万
円
で
、
消
費
税
等
を
除
い
た

当
年
度
純
利
益
は
一
七
三
一
万

二
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
は
、
収
入
が
二

億
一
〇
五
九
万
七
〇
〇
〇
円
、

支
出
が
三
億
一
八
八
八
万
四
〇

〇
〇
円
で
、
収
支
差
し
引
き
一

億
八
二
八
万
七
〇
〇
〇
円
の
不

足
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
収
益

的
収
支
は
、
収
入
が
税
込
み
で

一
七
億
一
九
五
一
万
九
〇
〇
〇

円
、
支
出
が
一
五
億
八
〇
五
万

二
〇
〇
〇
円
で
、
消
費
税
等
を

除
い
た
収
支
差
し
引
き
一
億
七

八
二
六
万
八
〇
〇
〇
円
の
当
年

度
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
は
、
収
入
が
三

億
七
四
六
五
万
円
、
支
出
が
一

一
億
四
三
五
九
万
円
で
、
収
支

差
し
引
き
七
億
六
八
九
四
万
円

決
算
概
要
説
明

決
算
概
要
説
明
︵
要
旨
︶

︵
要
旨
︶

平
成
22
年
度

平
成
22
年
度

決
算
概
要
説
明
︵
要
旨
︶
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■
伊
東
市
立
保
育
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

︽
反
対
︾
日
本
共
産
党
　
　
　

　
湯
川
保
育
園
で
は
、
指
定
管

理
に
よ
る
経
営
と
な
っ
た
一
年

四
カ
月
の
間
に
七
人
が
辞
職
し

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
は

公
立
で
は
起
こ
り
得
な
い
。

　
保
育
所
の
役
割
が
重
要
と
な

る
中
、
子
供
や
保
護
者
の
気
持

ち
を
受
け
と
め
、
子
供
の
発
達

を
保
障
す
る
保
育
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
人
員
配
置
等
を
含

む
良
好
な
職
場
環
境
が
適
切
に

確
保
さ
れ
、
職
員
の
定
着
が
必

要
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
民
営
化
の
際
に
は
、

土
地
、
建
物
が
無
償
貸
与
さ
れ

る
が
、
そ
の
条
件
が
不
明
瞭
で
、

状
況
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、

そ
の
都
度
協
議
す
る
と
い
う
契

約
方
法
に
も
疑
問
が
残
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
湯
川
保

育
園
の
完
全
民
営
化
に
つ
い
て

は
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公

立
い
じ
め
と
も
言
え
る
国
の
保

育
行
政
に
対
す
る
怒
り
も
含
め

て
、
反
対
す
る
。

■
平
成
二
二
年
度
伊
東
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

︽
反
対
︾
日
本
共
産
党
　
　
　

　
経
済
状
況
が
非
常
に
厳
し
い

中
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
等
に
よ
る
雇
用
の
創

出
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
振
興
事

業
や
各
種
資
金
貸
付
制
度
に
よ

る
経
済
支
援
、
校
舎
等
耐
震
補

強
工
事
な
ど
は
評
価
す
る
。

　
し
か
し
、
市
内
最
大
の
事
業

所
で
あ
る
市
役
所
が
正
規
職
員

の
減
員
を
臨
時
職
員
で
補
い
、

そ
の
割
合
は
二
割
に
上
り
、
経

験
を
考
慮
し
な
い
職
種
別
賃
金

と
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
財
政
調
整
基
金
を

増
額
し
た
が
、
四
中
学
校
で
の

給
食
の
未
実
施
、
就
学
援
助
制

度
の
周
知
不
足
、
子
供
の
医
療

費
無
料
化
の
お
く
れ
な
ど
、
安

心
し
て
子
育
て
す
る
環
境
の
整

備
に
対
す
る
配
慮
が
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
県
交
通
安
全
指
導
員

負
担
金
は
全
額
県
負
担
と
す
る

よ
う
要
求
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ

と
等
か
ら
、
認
定
に
反
対
す
る
。

　
な
お
、
改
選
年
度
の
九
月
定

例
会
に
お
け
る
決
算
審
議
は
今

後
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

︽
賛
成
︾
民
主
党
・
刷
新
の
会

　
世
界
経
済
の
危
機
に
伴
う
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
に
よ
り
運
営
に
努
め

ら
れ
た
点
は
評
価
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
特
に
、
ふ
る
さ
と
・
緊
急
雇

用
対
策
事
業
を
積
極
的
に
進
め

ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

臨
時
的
な
事
業
と
し
て
終
結
し

な
い
よ
う
検
証
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
緊
急
的
な
経
済
対
策

と
し
て
中
小
企
業
者
に
対
す
る

諸
施
策
を
実
施
さ
れ
た
が
、
市

民
か
ら
﹁
疲
弊
し
て
い
る
市
内

経
済
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
﹂
、

﹁
こ
ん
な
と
き
こ
の
よ
う
な
事

業
や
施
設
が
あ
れ
ば
﹂
と
の
声

が
多
く
あ
る
市
内
の
状
況
を
見

据
え
、
市
民
の
声
を
大
切
に
し

た
政
策
の
推
進
を
求
め
つ
つ
、

一
定
の
評
価
を
い
た
し
、
認
定

に
賛
成
す
る
。

　
な
お
、
一
般
会
計
か
ら
特
別

会
計
、
企
業
会
計
に
多
額
の
繰

り
出
し
を
し
て
い
る
が
、
特
に
、

市
民
の
関
心
が
高
い
病
院
建
設

に
対
し
、
市
民
の
理
解
を
得
る

よ
う
要
望
す
る
。

︽
賛
成
︾
正
風
・
興
志
会
　
　

　
平
成
二
二
年
度
は
、
伊
東
創

本
会
議
で

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論

　
行
っ
た
討
論

本
会
議
で

　
行
っ
た
討
論
（概要）

の
不
足
と
な
り
ま
し
た
が
、
損

益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

　
本
市
の
財
政
は
、
職
員
の
人

件
費
を
含
む
す
べ
て
の
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
﹁
伊
東
再

生
﹂
を
最
重
要
課
題
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
へ
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
こ
こ
二
年
間
は
退
職

手
当
債
を
借
り
入
れ
る
こ
と
な

く
黒
字
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

財
政
調
整
基
金
や
医
療
施
設
設

置
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
起
債

残
高
の
圧
縮
な
ど
財
源
確
保
に

一
定
の
前
進
が
図
ら
れ
て
お
り
、

健
全
化
判
断
比
率
や
経
常
収
支

比
率
、
実
質
収
支
比
率
な
ど
の

財
政
指
標
か
ら
も
、
確
実
に
健

全
化
の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る

も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
決
算
の
意
義
を
真

摯
に
受
け
と
め
、
﹁
い
と
う
８

Ｋ
の
協
創
・
実
践
﹂
を
合
言
葉

に
、
議
会
の
協
力
は
も
と
よ
り
、

市
民
の
参
画
を
得
な
が
ら
、

﹁
伊
東
創
造
﹂
の
実
現
を
目
指

し
て
、
引
き
続
き
最
善
の
努
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

決
算
概
要
説
明
︵
要
旨
︶

平
成
22
年
度

平成22年度　一般会計・特別会計・企業会計決算

歳　　入

決算額（円）

合　　計

一 般 会 計

収入率
（％）

区　分

会計別

下 水 道 事 業 

競 輪 事 業 

国民健康保険事業

土 地 取 得 

老 人 保 健 

霊 園 事 業 

介 護 保 険 事 業 

介護老人保健施設

後期高齢者医療 

24,888,505,481

2,258,724,018

14,262,254,060

10,270,074,719

32,559,144

13,190,807

71,326,792

5,629,188,337

51,454,015

1,457,148,225

58,934,425,598

98.54

96.00

94.35

101.46

99.87

62.90

99.63

99.08

99.91

99.11

97.94

24,299,756,937

2,235,885,877

14,697,676,574

9,893,389,482

32,504,984

13,190,807

71,226,527

5,628,494,677

51,282,630

1,436,808,453

58,360,216,948

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

—

特

別

会

計

審議

結果

歳　　出

執行率
（％）

決算額（円）

決算額（円） 決算額（円）

96.21

95.03

97.23

97.74

99.71

62.90

99.49

99.07

99.58

97.72

96.98

収　　入

収入率
（％）

区　分

会計別

収益勘定

資本勘定

収益勘定

資本勘定

3,959,214,352

210,597,042

1,719,519,352

374,649,752

97.14

100.01

101.05

91.76

3,941,799,677

318,884,144

1,508,051,971

1,143,589,672

企

業

会

計

審議

結果

支　　出

執行率
（％）

96.89

99.87

97.97

94.60

病院事業

水道事業

◎

◎

◎全会一致で認定　○賛成多数で認定

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

市議会９月定例会で審議した議案等
24件の議案等を審議、決定

平成22年度一般会計歳入歳出決算起立採決

（報告、質疑のみ）

賛成多数
で可決　

全会一致
で可決　
賛成多数
で可決　

市報第４号

市議第６号

市議第７号

市議第８号

市長

市長

市長

市長

平成22年度決算に基づく健全化判断比率

及び資金不足比率の報告について

伊東市税賦課徴収条例等の一部を改正す

る条例

伊東市都市計画税賦課徴収条例の一部を

改正する条例

伊東市立保育所条例の一部を改正する条

例

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及

び第22条第１項の規定に基づき、①実質赤字比率、②連

結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率の

「健全化判断比率」の報告及び病院事業会計、水道事業会

計、下水道事業特別会計について「資金不足比率」の報告

現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備

を図るための地方税法等の一部を改正する法律が平成23

年６月30日に公布、施行されたことに伴い、個人市民税

において寄附金税額控除の適用下限額の引き下げ、申告書

の不提出等に係る罰則の見直しを行うとともに、法律の引

用条項ずれの整理を行うための改正

上欄記載と同様の理由により、法律の引用条項ずれの整理

を行うための改正

平成24年４月１日から伊東市立湯川保育園が民間の認可保

育所に移行することに伴い、市立保育所から同園を削ると

ともに伊東市立富士見保育園の号番号を繰り上げるための

改正

造
に
向
け
た
﹁
い
と
う
８
Ｋ
の

発
展
・
充
実
﹂
の
た
め
、
サ
マ

ー
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
反
映
さ

せ
た
中
で
、
市
民
の
安
心
・
安

全
の
確
保
、
観
光
資
源
の
掘
り

起
こ
し
、
緊
急
経
済
対
策
、
雇

用
創
出
な
ど
、
積
極
的
な
施
策

を
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評

価
す
る
。

　
し
か
し
、
景
気
の
停
滞
が
続

く
中
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市

税
収
入
が
減
少
す
る
一
方
、
扶

助
費
や
公
債
費
は
増
加
し
て
お

り
、
自
主
財
源
比
率
が
減
少
し
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
も
低
く
な

っ
て
い
る
。

　
税
負
担
の
公
平
性
を
堅
持
し
、

歳
入
の
確
保
を
図
る
こ
と
は
、

行
政
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
た

め
、
市
税
等
の
収
入
未
済
額
の

回
収
に
向
け
、
積
極
的
な
取
り

組
み
を
要
望
す
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
施
策

と
市
民
福
祉
の
向
上
、
命
を
守

る
防
災
施
策
の
充
実
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
し
、
認
定
に
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
輝
　
　
　
　
　
　

　
市
税
の
減
収
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
黒
字
を
確
保
さ
れ
た
財
政

運
営
に
対
し
、
主
に
次
の
四
点

か
ら
評
価
す
る
。

　
第
一
に
、
来
遊
客
が
減
少
す

る
中
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
等

を
展
開
す
る
と
と
も
に
観
光
施

設
の
整
備
を
図
ら
れ
た
こ
と
。

　
第
二
に
、
疲
弊
し
た
市
内
経

済
に
対
し
、
緊
急
経
済
雇
用
対

策
事
業
を
初
め
と
し
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
こ
と
。

　
第
三
に
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
堅
守
す
る
た
め
、
高
規
格

救
急
車
へ
の
自
動
式
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
の
搭
載
な
ど
、
消

防
・
救
急
に
手
厚
い
施
策
を
推

進
さ
れ
た
こ
と
。

　
第
四
に
、
市
財
政
が
厳
し
い

状
況
下
に
あ
っ
て
、
将
来
を
見

据
え
、
着
実
か
つ
積
極
的
に
基

金
の
積
み
立
て
を
行
っ
た
こ
と
。

　
今
後
も
、健
全
財
政
の
定
着
を

図
り
、
伊
東
創

造
の
実
現
を

目
指
し
、
市
長

が
さ
ら
な
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ

る
こ
と
を
願

い
、
認
定
に

賛
成
す
る
。

■
中
部
電
力
浜
岡
原
発
の
永
久

停
止
・
廃
炉
を
求
め
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る

意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

︽
採
択
に
賛
成
︾
日
本
共
産
党

　
福
島
原
発
の
過
酷
事
故
を
受

け
、
浜
岡
原
発
は
、
津
波
対
策

を
講
じ
る
た
め
現
在
一
時
停
止

し
て
い
る
が
、
浜
岡
原
発
の
危

険
性
は
、
東
海
地
震
の
震
源
域

の
真
上
に
位
置
し
て
お
り
、
そ

の
上
、
東
南
海
、
南
海
地
震
が

連
続
し
て
発
生
す
る
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
ま
た
、
原
発
停
止
後
、
中
部

電
力
管
内
の
停
電
は
な
く
、
他

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
わ
れ
た
こ

と
や
、
太
陽
光
、
中
小
水
力
、

地
熱
、
風
力
だ
け
で
も
全
原
発

の
発
電
能
力
の
四
〇
倍
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
原
発
依
存
か

ら
十
分
抜
け
出
せ
る
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
国
に

対
し
、
浜
岡
原
発
の
廃
炉
を
求

め
る
と
と
も
に
、
原
発
依
存
を

改
め
、
期
限
を
定
め
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
転
換
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
提
出
は
妥
当
な
要

求
で
あ
り
、
不
採
択
と
す
べ
し

と
の
委
員
会
の
決
定
に
反
対
し
、

本
陳
情
の
採
択
に
賛
成
す
る
。
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

市議第９号

市議第10号

市議第11号

市議第12号

市議第13号

市議第14号

市認第４号

市認第15号
発議第３号

陳情第４号

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

議員
６名

伊東市都市景観条例の一部を改正する条

例

土地の取得について

平成23年度伊東市一般会計補正予算（第

３号）

平成23年度伊東市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）

平成23年度伊東市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）

平成23年度伊東市水道事業会計補正予算

（第１号）

平成22年度伊東市一般会計歳入歳出決算、

９特別会計歳入歳出決算及び２企業会計

決算

伊東市議会委員会条例の一部を改正する

条例

中部電力浜岡原発の永久停止・廃炉を求

め、自然エネルギーへの転換を求める意

見書採択を求める陳情

平成16年６月に景観法が制定され、平成18年10月に本市

が同法に規定する景観行政団体となったことから、同法に

よる景観行政の推進を図るために必要な手続等を定めるた

めの改正

東京都中央区が所有する宇佐美臨海テニス場跡地（6,276．

72㎡）を土地取得特別会計で取得するに当たり、伊東市

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例第３条の規定に基づく議決

地方議会議員年金制度の廃止に伴う議員共済給付負担金、

被災地から避難されてきた方が避難所として旅館・ホテル

等に宿泊するための委託料、宮城県石巻市雄勝町の伊達の

黒船太鼓・福島県広野町の子供たちの招待経費や民話を活

用した旅行商品を開発するための観光宣伝委託事業、緊急

雇用創出事業で実施する市道の欠陥調査に基づき実施する

修繕工事請負費の増額、湯川白石埋立地消波ブロック設置

工事請負費の計上のほか、県補助金を活用した要援護者支

援システムの構築、児童虐待防止事業、子育て支援員の養

成事業の計上、自治宝くじ助成金を充当した３町内会が取

り組む祭典用の山車の修繕などへの助成に伴う増額、さら

に環境美化センター更新改良整備事業に係る起債償還に備

えた減債基金への積み立て及び先行き不透明な歳入状況に

対応するため財政調整基金への積み立てなど５億1,324万

5,000円の追加

一般被保険者療養給付費の増額、前年度の国県支出金の精

算に伴う返還金等の計上など１億1,426万5,000円の追加

全額国庫補助を受け入れて実施するモデル事業に係る委託

料や保険給付支払準備基金積立金のほか、前年度の国県支

出金及び支払基金交付金の額が確定したことに伴う返還金

等の計上など4,881万3,000円の追加

収益的支出では、南一碧台分譲地の市水化に伴う料金徴収

業務等委託料の増額などによる26万9,000円の追加、資本

的支出では、十足地内管理用地土地購入予定地が市道認定

されたことに伴う予算の組み替え

※各決算の概要は、７ページの各会計決算の表をごらんく

ださい。

第５条第２項及び第３項の規定に関し、文言の整理

陳情者：原水爆禁止伊東市協議会

　　　　会長　斉藤昭夫ほか９名

　

全会一致
で可決　
　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　

賛成多数
で可決　
賛成多数
で可決　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　

7ページの
各会計決算
の表をごら
　んください。

　
経
済
の
改
善
策
が
伊
東
市
最

大
、
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
こ

と
は
、
市
民
共
通
の
認
識
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
昨
今
の
観
光
事
情
か
ら
し
て
、

自
然
・
名
所
旧
跡
め
ぐ
り
な
ど

の
ア
ウ
ト
ド
ア
だ
け
で
は
充
足

さ
れ
な
い
時
代
が
来
て
お
り
、

プ
ラ
ス
何
か
あ
る
と
い
う
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
嫌

わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　
そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、

ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
や
幕
張
メ

ッ
セ
の
よ
う
な
全
天
候
型
多
目

的
施
設
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
何
回
か
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

伊
東
市
全
体
の
将
来
を
考
え
、

観
光
の
活
性
化
策
と
し
て
、
全

天
候
型
多
目
的
施
設
の
整
備
が

観
光
の
活
性
化
策
と
し
て
、
全

天
候
型
多
目
的
施
設
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か

不採択とすべしとした
委員会報告に対し賛成
多数で不採択

平成22年度各会計決算及び
　市長の政治姿勢について
　　（３会派から）３議員が登壇

（登壇順に掲載）

民主党・刷新の会

伊東良平議員

市 議 会 だ よ り
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全天候型多目的施設の例
（ツインメッセ静岡北館１Ｆ大展示場）

新市民病院（イメージ）

門野中学校給食棟と給食

日本共産党

佐藤美音議員

清峰クラブ

佐々木　清議員

　
平
成
二
五
年
春
の
開
院
を
目

指
す
新
病
院
に
つ
い
て
は
、
立

派
な
施
設
が
用
意
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
が
、
そ
こ
に
勤
務
す
る
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ
ル
を
一
定

以
上
に
保
つ
た
め
の
確
保
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
平
成
二
一
年
三
月
に

策
定
し
た
市
立
伊
東
市
民
病
院

経
営
改
善
計
画
に
示
さ
れ
て
い

る
市
立
伊
東
市
民
病
院
経
営
指

標
の
数
値
と
比
較
す
る
と
、
平

成
二
二
年
度
決
算
は
、
経
常
利

益
で
一
千
万
円
以
上
の
減
少
、

特
別
損
失
で
三
千
万
円
弱
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
今

後
の
病
院
経
営
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

奨
学
金
制
度
等
の
支
援
策
等
に

よ
る
、
長
期
に
わ
た
る
安
定
的

な
経
営
が
図
ら
れ
よ
う

市
長

　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
奨
学
金
制
度
等
の
支

援
策
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
病
床
利
用
率
、
一
日

平
均
外
来
患
者
数
と
も
に
伸
び

て
い
く
と
の
見
込
み
を
前
提
に

収
支
を
試
算
す
る
と
、
経
常
収

支
は
、
新
病
院
の
開
院
後
二
年

目
か
ら
黒
字
を
確
保
し
、
長
期

に
わ
た
り
安
定
的
な
経
営
が
図

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
今
後
の
財
政
運
営
全
般

■
水
道
事
業
の
経
営
見
通
し

■
観
光
振
興
策
及
び
誘
客
対
策

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の
現

状
と
今
後
の
展
望

■
介
護
保
険
事
業
運
営

■
オ
レ
ン
ン
ジ
ビ
ー
チ
マ
ラ
ソ

ン
の
車
い
す
部
門
の
拡
充

　
市
内
全
中
学
校
に
完
全
給
食

の
早
期
実
現
を
求
め
る
陳
情
が
、

平
成
二
年
に
採
択
さ
れ
て
以
後
、

そ
の
七
年
後
に
門
野
中
で
給
食

が
開
始
さ
れ
た
が
後
が
続
か
ず
、

平
成
二
〇
年
度
か
ら
は
門
野
中

を
除
く
四
校
で
業
者
弁
当
の
注

文
販
売
の
実
施
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
二
年
度
実
績
で
、
一

日
当
た
り
の
平
均
弁
当
注
文
数

は
、
一
番
多
い
北
中
で
四
・
七

三
％
で
あ
る
一
方
、
門
野
中
の

平
均
給
食
注
文
者
は
九
六
・
九

五
％
で
あ
り
、
注
文
弁
当
と
給

食
と
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。

　
教
育
の
機
会
均
等
と
い
う
観

点
か
ら
も
早
期
解
決
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

実
施
に
向
け
、
時
代
の
流
れ
に

即
し
た
提
供
方
法
を
見
据
え
て

い
き
た
い

市
長

　
門
野
中
の
給
食
は
、
試
行
的

な
実
施
で
あ
り
、
他
の
四
校
は
、

本
市
の
学
校
給
食
実
施
の
た
め

の
最
善
の
方
策
が
未
確
立
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
実
施
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
応
急
的
に
弁
当
注

文
販
売
方
式
を
導
入
し
て
い
る
。

　
実
施
に
向
け
た
可
能
性
を
多

方
面
か
ら
検
討
し
て
お
り
、
時

代
の
流
れ
に
即
し
た
提
供
方
法

を
見
据
え
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
福
島
原
発
の
事
故
を
踏
ま
え

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
を

■
平
成
二
二
年
度
決
算
か
ら

・
財
政
調
整
基
金
の
振
り
か
え

・
医
療
費
助
成
の
年
齢
拡
充

・
緊
急
経
済
対
策
の
成
果
ほ
か

■
支
払
準
備
基
金
な
ど
を
活
用

し
た
国
保
税
の
軽
減
策
ほ
か

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

早
急
な
施
設
の
整
備
は
、
大
変

難
し
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る

市
長

　
誘
客
の
た
め
の
全
天
候
型
多

目
的
施
設
に
つ
い
て
は
、
ほ
か

に
優
先
す
べ
き
事
業
が
あ
る
こ

と
や
、
費
用
対
効
果
及
び
現
在

の
財
政
状
況
、
建
設
後
の
維
持

管
理
費
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

早
急
な
施
設
整
備
は
、
大
変
難

し
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
財
政
健
全
化
に
対
す
る
取
り

組
み

■
新
市
民
病
院
に
関
し
、
三
点

■
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
更
新
改

良
整
備
事
業
実
施
後
の
施
設

の
耐
用
年
数

■
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
る

被
雇
用
者
へ
の
今
後
の
対
策

教
育
の
機
会
均
等
の
観
点
か

ら
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施

を
求
め
る
が
い
か
が
か

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
や
病
院

経
営
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う

市 議 会 だ よ り
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消火栓（地上式）

湯川終末処理場前の消波ブロック

乳幼児医療費受給者証

問

　新病院開院に向けた医師、看

護師確保の見通しについて伺う。

答

　市としては、病院に対し奨学

金等の支援を行うほか、病院側

でも常勤医師や看護師確保に努

め、開院時には充足する予定で

ある。

問

　今後の介護保険事業に対する

本市の考えを伺う。

答

　施設整備が進むことにより、

保険料がさらに上昇することか

ら、介護する家族の負担を軽減し

つつ、できる限り在宅での生活が

継続できるよう検討していく。

問

　多くの自治体が中学生まで医

療費を無料化している中、本市

の考えを伺う。

答

　本市は、県制度を一部拡充し

て実施しているが、財政状況等

を踏まえ無料化に向け、検討し

ていく。

問

　鳥獣による被害に対する防止

策について伺う。

答

　鳥獣被害防止計画に基づき防

護、駆除等により対応している

ものの、市単独では困難であり、

国・県を含めた対策が必要であ

ると考えている。

問

　湯川白石埋立地消波ブロック

設置工事の内容について伺う。

答

　異常波高に備えるため、湯川

終末処理場からホテルサンハト

ヤまでの間に、既存10t級のブ

ロックに加え、16t級のブロッ

クを約400個設置する。

問

　下水道接続率の向上策につい

て伺う。

答

　水洗便所改造等に要する改修

工事費に対し、補助金及び貸付

金の増額について、今後検討し

ていきたい。

問

　減債基金への積み立ての理由

について伺う。

答

　環境美化センター更新改良整

備事業の起債の償還に備え、必

要な財源を確保するとともに、

市債の償還財源であることを明

確にし、市財政の健全な運営に

資するため行う。

問

　太陽光発電は、自然エネルギ

ーによる発電に大きな役割を担

うものであり、その普及促進を

図るための新たな支援制度に対

する見解を伺う。

答

　制度の制定に当たっては、国、

県や県内市町の状況、先進事例

も参考にしながら検討したい。

問

　消火栓の点検について伺う。

答

　現在、消火栓の全部を点検し

ているが、地域によっては水が

濁る場合があるため、上下水道

部と協議をしながら行っていき

たい。

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

◆詳細は、市議会会議録の委員会審査報告をごらんください。

◆市議会会議録は、市役所、図書館、各コミュニティセンターにあるほか、
　ホームページでもごらんになれます。

〜常任委員会審査の中から〜
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市 議 会 だ よ り
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医
療
問
題
特
別
委
員
会

新病院建設現場

「いとう市議会だより」は再生紙を使用していますE-mail：gikai@city.ito.shizuoka.jp

　

議
会
報
編
集
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
三
二
︶
一
九
八
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
三
八
︶
六
九
一
六

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

　　　
二
二
名
の
議
員
に
よ
る
第
一

七
期
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
あ
わ
せ
て
、
議
会
報
編
集
委

員
会
も
新
委
員
に
よ
り
議
会
報

の
編
集
に
当
た
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
議
会
報
編
集
委
員
一
同
、
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
市
民

の
皆
様
に
よ
り
身
近
で
、
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
︵
委
員
長
︶

　
七
月
二
一
日
、
委
員
会
を
開

催
し
、
新
病
院
建
設
に
係
る
進

捗
状
況
に
関
し
、
報
告
を
受
け

た
。

　
現
在
、
基
礎
工
事
を
進
め
て

お
り
、
本
体
部
分
に
係
る
く
い

打
ち
に
引
き
続
き
、
基
礎
配
筋
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を
進
め
て

い
る
。
今
後
、
免
震
装
置
を
設

置
し
、
年
度
末
ま
で
に
は
三
階

部
分
ま
で
の
躯
体
を
立
ち
上
げ

る
予
定
で
あ
る
。
敷
地
南
側
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
病
院
側
か

ら
、
宿
舎
等
の
建
設
を
断
念
す

る
意
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

ア
ク
セ
ス
用
の
歩
道
整
備
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

　
以
上
の
報
告
に
対
し
委
員
か

ら
、
建
設
現
場
の
地
盤
構
造
等

が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
南
伊
東

駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
整
備
を
含
め
た
ア
ク
セ
ス

方
法
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

等
に
関
し
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
委
員
会
終
了
後
、
建
設
現
場

の
視
察
を
行
い
、
進
捗
状
況
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
免
震
装

置
等
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃

特
別
委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告

議
会
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

12月定例会の予定

1・2・5日

6・7日

8日

9日

14日

本会議（一般質問）

議案審議

常任総務委員会

本会議（最終日）

※11月下旬の議会運営委員会において正式に

決定します。

（いずれも午前10時から始まります。）

常任観光建設委員会
常任福祉文教委員会

三
　
枝
　
誠
　
次

榎
　
本
　
元
　
彦

長
　
沢
　
　
　
正

四
　
宮
　
和
　
彦

杉
　
本
　
一
　
彦

議会報編集委員会

常任観光建設委員会協議会

医療問題特別委員会

静岡県市町議会議員研修会

議会運営委員会

常任観光建設委員会協議会

新議員行政研究会

市議会全員打ち合わせ会

7月7日

7月20日

7月21日

8月9日

8月23日

9月8日

10月3・4日

10月5日

閉
会
中
の
議
会
活
動

平
成
23
年

◎議長のあいさつ
◎市議会の仕組み
◎市議会の構成　
◎議員名簿
◎歴代議長・副議長一覧
◎委員会委員一覧
◎市政の概要（全編版・抜粋版）
◎定例会・臨時会のお知らせ

◎議会閉会中の活動状況
◎議長・副議長日程表
◎行政視察
◎いとう市議会だより
◎市議会の傍聴を！
◎請願・陳情、決議・意見書とは？
◎市議会図書室のご利用案内
◎市議会の情報公開請求

◎伊東市議会会議録

市議会では、市民の皆様に市議会の情報をお届けするため、ホームページを開設しています。
主な内容は次のとおりとなっていますので、ぜひごらんください。

伊
東
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　
　

ご
案
内

伊
東
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　
　

ご
案
内伊東市議会 検索

※平成23年６月定例会閉会後、平成23年10月11日臨時会開会まで

（9月30日第17期任期開始）

12

月

市 議 会 だ よ り

12


	P1
	P2／新議会構成決定
	P3／新議会構成決定
	P4／市長所信表明
	P5／臨時会で審議した議案等
	P6／9月定例会（H22決算概要説明）
	P7／本会議で行った討論
	P8／9月定例会で審議した議案等
	P9／代表質問（伊東良平議員）
	P10／代表質問（佐々木清議員・佐藤美音議員）
	P11／常任委員会だより
	P12／特別委員会報告・HPのご案内・12月定例会の予定・編集後記

